
令和６ 年度 第５ ２ 回北海道高等学校選抜卓球大会 

兼 第５ ２ 回全国高等学校選抜卓球大会北海道予選会要項 

 
主 催   北海道卓球連盟        

       

共 催   北海道高等学校体育連盟 

 

主 管   北海道高等学校体育連盟卓球専門部             

      北海道高等学校体育連盟十勝支部卓球専門部 

 

後 援   北海道教育委員会 

 

期 日   令和 6年    12月 20日（金） 11：00  会場練習開始（17:00まで） 
                     13：00  専門部会（１Ｆ研修室） 
                                          15：00  監督会議（１Ｆサブアリーナ） 
             
             

12月 21日（土）   8：00  開館 
8：20  練習開始（8：50まで） 
9：20    開会式 
10：00    競技開始…男女学校対抗 ブロック 1回戦 

男女ダブルス 決勝まで（ダブルス表彰） 
男女シングルス予選リーグ 各第 2試合まで 

              
            12月 22日（日）  8：00  開館 

8：20  練習開始（8：50まで） 
9：00  競技開始…男女学校対抗 ブロック 2回戦～決勝 

男女シングルス決勝まで（シングルス表彰） 
           

            12月 23日（月）  8：00  開館 
8：20  練習開始（8：50まで） 
9：00  競技開始…男女学校対抗 決勝リーグ第 1･2･3試合 
13：30  閉会式（学校対抗表彰） 
 

会 場  帯広市よつ葉アリーナ十勝（ 帯広市大通北 1丁目 1－1 ℡0155-22-7828 Fax0155-22-7827 ） 
 

専門部会 帯広市よつ葉アリーナ十勝 １Ｆ研修室 （12月 20日(金)13:00～） 
 

 監督会議 帯広市よつ葉アリーナ十勝 １Ｆサブアリーナ （12月 20日(金)15:00～） 
 
                           
１ 競技規定 現行の日本卓球ルール及び高体連規定による。試合球は日本卓球協会公認球（白色プラスティック）

を使用する。全試合タイムアウトを認める。 
 

２ 競技方法 全種目 11点 5ゲームマッチで行う。 
学校対抗： 4ブロックに分け、トーナメント方式で予選を行い 4チームを選出し決勝リーグを行う。 

3番にダブルスをおく 1複 4単編成で、3点先取法により勝敗を決定する。 
なお、1・2番のシングルスに出場したもの同士でダブルスを組むことはできない。 
登録人数は 4名以上 10名以内とする。（補欠 2名はこれに含む） 

個 人 戦：ダブルスはトーナメント方式による。シングルスは予選リーグ（男女各 6ブロック）を行 
い、その後トーナメント方式による決勝戦を行う。 

 
３ 参加資格 令和 6年 4月 2日起算の最高学年を除く 18歳未満の者で、「高体連主催大会参加者災害補償制度」                                             

に加入した者、またはその意思のある者。その他は高体連規定に従う。 
   個人シングルスについては、過去に全国大会に出場（登録者を含む）した者（全国高校選抜（学校対

抗・シングルス）、全国高校総体（学校対抗・個人戦）、全日本選手権(一般･ジュニア･ダブルス)、国
民スポーツ大会（予備登録選手を含む））と本大会の学校対抗に出場している者は出場できない。 

 



４ 参 加 数 【学校対抗】 本年度高体連支部大会学校対抗参加校数が、 

男子は、学校対抗参加校数に 0.3を乗じた校数（切り上げ）を最大とする。 

               女子は、学校対抗参加校数に0.5を乗じた校数（切り上げ）を最大とする。 

開催支部（十勝支部）は１校増とする。最低代表数は２校とする。 

              

       【ダブルス】 本年度高体連支部大会ダブルス参加校数が 

                   ８校未満  ４組 

                ８～２０校未満  ６組 

               ２０～４０校未満  ８組 

                  ４０校以上 １２組  

               開催支部（十勝支部）は２組増とする。 

 

       【シングルス】 各支部２名とする。 

開催支部（十勝支部）及び札幌支部は２名増とする。 

        

５ 申込方法 （１）各参加校の申込責任者は、「大会参加申込書」に必要事項を記入し、校長印を押印の上、参加料
を添えて各支部の専門委員長に送付すること。また、「大会参加申込書」のExcelファイルを添
付送信すること。 

 

（２）各支部の専門委員長は、参加校の申込内容を「支部報告書」・「学校対抗選手名簿」・「参加料納付
書」をExcelファイルに集約し下記へ添付送信すること。併せて、「支部大会結果を記入したプ
ログラム」と各校の「大会参加申込書」をＰＤＦ等のファイルにし、これについても下記へ添付
送信すること。各校の「大会参加申込書」の原本は、大会当日に持参し大会事務局に提出するこ
と。また、参加料は下記口座へ振り込むこと。 

 

（問合せ先） 〒006-0817 札幌市手稲区前田 7条 15丁目 4番 2号 
              北海道科学大学高校 井上大介 宛                   

TEL(011)699-6987 FAX(011)699-6950） 

（メールアドレス） inoue-d@hs.hus.ac.jp 
 

 （振込先） 北洋銀行 屯田北支店（店番号３４９） 普通 ３０８０７３６ 

（名 義） 北海道選抜卓球大会事務局 

 

６ 参 加 料 学校対抗   １チーム   8,000円 
       ダブルス   １組     2,000円 
       シングルス  １名     1,400円 
 
７ 申込締切 令和 6年 11月 30日（土） 
 
８ 組 合 せ 組合せ会議は、部長・副部長・委員長・副委員長・審判長・開催支部委員長と札幌支部卓球専門部で

行う。 
 
９ 宿  泊 宿泊の斡旋はしないので各参加校が直接手配すること。 
        
10 そ の 他 （１）全国選抜大会（岡山県岡山市）代表数は以下のとおりとする。 
          【学校対抗】  男子２校  女子３校（希望枠１を含む） 
          【シングルス】  男女各１名（シングルス１位） 
 

（２）学校対抗・個人戦でベンチに入る監督・外部コーチ・教職員は必ず「役職者章」をつけること。 
 

（３）外部コーチの登録申請をしようとする学校は、別紙「外部コーチ登録申請書」に記載のある留
意事項を確認の上、参加申込をすること。 

 
（４）個人戦のアドバイザーのベンチ入りについては、大会申込時にエントリーされた監督・選手に

限る。試合開始時に選手とともに入場するが、他のコートでアドバイスしていた場合は、試合
途中でもベンチに入ることができる。試合中にコートを離れてもよいが、以後はそのコートに
復帰できない。アドバイザーが選手の時は、監督に交代することができる。 

 
（５）参加生徒に発熱等の感染症の症状がみられる場合には当該学校が対応するものとする。 

mailto:inoue-d@hs.hus.ac.jp

